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７月３日に東向陽台中学校を訪れた上海市魯迅初級中学か

ら、富谷市日中に感謝状が贈られてきました。【感謝状全文を裏

面に掲載】 

上海市魯迅初級中学の一行（生徒２・３年生２４名、先生ら６

名）への、授業参観の前に行われた富谷市日中による歓迎会で

は当協会が依頼した仙台市在住の村谷静香さん(写真左端)が通

訳をして下さいました。はじめに東向陽台中学校の高橋校長か

ら「東向陽台中の校是である『前進』という言葉は魯迅の考えに

通じている」と歓迎の挨拶があり、続いて当協会の松田会長の

歓迎の挨拶も歓迎の気持ちを十分伝えていただきました。また、

授業参観でも、上海の先生方に授業の内容などの状況を説明し、

私たちにも、上海の先生方の反応などを伝えてくれました。 

今回の学校交流は、日本文化教育連盟主催で、以前、当協会と

交流があった佐久間明秋氏のお力により実現したものです。今

後も日中友好の懸け橋になれるよう努めていきたいです。 

「戦後中国で育っ 
た少年とその後」 
江幡武氏(県協会相談 

役)が講演会行う 

 ６月２９日、宮城県日中主催による江幡武・県協会相談役

(東北大学名誉教授)の講演会が東京エレクトロンホール宮城

で開催されました。会場には多数の参加者があり、特に高校、

大学に所属している中国人留学生の若い聴衆が多かったこと

が、今回の特徴でした。 

 幼少期、父親の仕事の関係で中国東北地方で育った江幡先

生。中学は北京市の中学校に通っていたそうで、当時の同級

生とは今も親交があるそうです。東北大学教授退官後、仙台

文学館で中国の学者による「三国志夜話」の講演があり、そ

の通訳を依頼され、また当時の県日中関係者から声を掛けら

れ協会に入会したそうです。「現役の時は、英語ばかり使って

いたが、協会に入ってから中国語を使う機会と、配る名刺の

数が増えた」と後日、話をしていました。 

 先生の優しいお人柄と中国に対する深い見識のおかげで、

宮城県日中が発展したことは、言うまでもありません。先生

のこれからのご健康と益々のご多幸をお祈り申し上げます。 

 なお、ご講演の内容は、先生の著者『激流の中で』に、詳
しく書かれています。ご覧になりたい方は、横山まで。 

「日中生徒交流 
言葉はいらず」 

 ７月１０日付『河北新報』

に上記の見出しで、大きく

今回の交流の模様が掲載さ

れました。カラー写真で“東

向中手踊り”で歓迎してい

る様子の他、記事では上海

魯迅初級中学の兪博雄さん

にインタビューし「みんな

礼儀正しく笑顔だったのが

印象的。言葉が通じなくて

も声で温かみを感じた」と

の感想も紹介された。 




